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Abstract
UFB is expected to be used in various fields, including medicine, culturing, plant cultivation, and washing. Bacteria,
the proliferation of which depends on their environment, can thrive in high-temperature, high-humidity environments
and adversely affect human health. Concerns have arisen over bacteria that cannot be treated without radical treatment
using ozone or hydrogen peroxide solution. However, O3 may adversely affect the human body and hydrogen peroxide is
unstable. In recent years, UFB has been developed as a radical-containing solution. However, its properties and effects
have hardly been reported. Therefore, this study examines the effectiveness of UFB as an antibacterial agent.


















































し，タンク内に工業用精製水1．0L を投入後，稼働時間を5，10，20，60min の4条件で UFB 水を生成した．
生成した UFB 水は各試験菌を培養し，培養開始日から24時間後の殺菌試験，14日目の殺菌試験として菌の個数を比
較した．普通寒天培地（NA）に接種し，35℃，24h の条件で培養後，減菌生理食塩水を用いて，細菌を108個／ml にな
るよう調整を行い試験菌液とした．それぞれの UFB 水10ml に対し試験菌液を0．1ml ずつ接種し25℃の条件で培養を




Fig. 1 UFB Fig. 2 UFB device







































気泡数密度は，UFB 水の一例を図3に示す．5min が2．3×108個／ml，10min が4．2×108個／ml，20min が8．3×108個
／ml，60min が1．6×109個／ml であった．以上から，2億個／ml，4億個／ml，8億個／ml，16億個／ml の気泡数密度を有
する UFB 水による試験菌への培養実験とした．
2億個／ml の UFB 水は，83nm にピーク山が見られ，それ以外の粒子径で山が散見される．2億個／ml は混合時間
が短く，粒子径が安定していない可能性が考えられる．
4億個／ml の UFB 水は，101nm にピーク山が見られ，ほぼ1本軸の粒子径分布が確認された．これは，2億個／ml
と比べ混合時間が必要であり，一様な混合状態になったものと推測する．
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8億個／ml の UFB 水は，89nm にピークの山が見られ，4億個／ml の場合と同様にほぼ1本軸の粒子径分布が確認
された．これは，4億個／ml の場合と同様に，混合時間の増加により一様な混合状態になり，粒子径分布もより微細化
されたと推測する．
16億個／ml の UFB 水は，95nm にピークの山が見られ，4億個／ml の場合と同様にほぼ1本軸の粒子径分布が確認
された．これは，4億個／ml の場合と同様に，混合時間の増加により一様な混合状態になったと推測する．











⒝が O2UFB，⒞が AirUFB の実験結果である．
⒜ 2×108UFBs／ml ⒝ 4×108UFBs／ml
⒞ 8×108UFBs／ml ⒟ 16×108UFBs／ml
Fig. 3 Analysis result of air UFB water
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黄色ブドウ球菌，大腸菌に着目すると，N2および O2ともに4億個／ml もしくは8億個／ml で抗菌能力が確認されるが
16億個／ml では増加する傾向が見られた．緑膿菌においては，気泡数密度に関係なく増加する傾向が見られた．カンジ
タ菌は N2が8億個／ml で顕著な低下が見られ，O2でも4億個／ml および8億個／ml で大幅な低下が見られた．麹カビは，
気泡数密度に関係なく，N2でも O2でも低減が可能であった．
















⒜ N2UFB water ⒝ O2UFB water
⒞ Air UFB water
Fig．4 Result of UFB water






ら，増殖に必要な酸素を用いた UFB 水でも抗菌効果が確認できた．これは，UFB 水の抗菌作用が菌の増殖力を上回っ
たためだと考えられる．




1）加圧溶解型ミキサを用いて UFB 水を生成でき，2億個／ml，4億個／ml，8億個／ml，16億個／ml と気泡数密度を
変化させることに成功した．
2）気泡数密度が2億個／ml 以外の4億個／ml，8億個／ml，16億個／ml の UFB 水では，気体に関係なく試験菌培養24
時間後に殺菌作用により濃度の減少が確認できた．また，16億個／ml の UFB 水は，ほぼ全ての菌の消滅が確認でき
た．
3）8億個／ml の UFB 水は，緑膿菌を除く試験菌に抗菌作用が確認できた．
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